
重要物流道路制度を契機とした
新たな広域道路交通計画について
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第1回新たな広域道路ネットワークに関する検討会資料【抜粋】



2

第1回新たな広域道路ネットワークに関する検討会資料【一部加工】

新広域道路交通ビジョン

新広域道路交通計画

ビジョンを踏まえて作成
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第1回新たな広域道路ネットワークに関する検討会資料【抜粋】
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第1回新たな広域道路ネットワークに関する検討会資料【抜粋】



広域道路ネットワークの主な経緯

平成 6年 広域道路整備基本計画の策定（平成10年見直し）

平成30年 3月 道路法の改正

重要物流道路制度の創設

平成31年 4月
令和 2年 4月
令和 3年 4月

重要物流道路の指定

供用中区間の指定
（重要物流道路約35,600km、代替・補完路約15,900km）

令和 2年 6月 新たな広域道路ネットワークに関する検討会 中間とりまとめ

「現状の交通課題の解消を図る観点」 「新たな国土形成の観点」
これらの観点を踏まえ、広域道路NWの効率的な強化が必要

令和 3年 3月31日 新広域道路交通ビジョン・新広域道路交通計画 中間報告

令和 3年 3月24日 近畿地区幹線道路協議会幹事会（非公開）

令和 3年 7月 7日 近畿地方小委員会（公開）

令和 3年 7月 近畿地区幹線道路協議会（公開）

重要物流道路の追加指定
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新広域道路交通ビジョン・新広域道路交通計画 公表

※令和3年4月1日現在

※計画の中から、投資の規模を勘案して選定


